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みなさんこんな経験はありませんか？

• モデルを含む、報告書などの文書を作成
– 例えば、文書はWord、モデルはツール上から画像ファイルをコ
ピー＆ペーストで
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しかし、時間がたつと・・・

ドキュメントの

更新がモデ

ルの更新に

追いつかない
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• 実際には、ドキュメント化に必要なものは、モデ
ル以外の任意の成果物が必要となる

• 必要な文書を探すだけでも、時間をとられる
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要求文書 分析結果文書
MATLAB/Simulinkモデル SysMLモデル

・・・
担当者A

担当者B 担当者C

http://matome.naver.jp/odai/2139325884158187901



ゴールと提案内容
ゴール:	モデリングツール上の変更が自動的にドキュメントに反映さ
れる仕組みを提供する

– ドキュメントから、モデルのファイル単位ではなく、図や要素単位で参
照可能とする

– さらに、GSN/D-Case記法を活用することにより、モデルを参照する論
証構造のドキュメント化も自動化したい

5

Word文書

モデルなどの成果物群

GSN/D-Caseによる論証



GSN/D-Caseによる論証

• ユースケース1:	Word文書により、モデル図を含むドキュメントを作成し、その後モデルの更新に
応じて自動的にドキュメントも更新される

– トレーサビリティを確認するコストの削減へ

• ユースケース2:	GSN/D-Caseにより、モデル要素を参照する論証を記述する。論証構造は、Word
文書などドキュメントによるビューが可能であり、モデルが更新されれば、それらも自動的に更新
される

– 論証の多面的なビューの共有により、認証をはじめとする説明と合意プロセスの削減へ
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Word文書

モデルなどの成果物群

ユースケース例



類似関連技術
• MicrosoftのOLE（Object	Linking	and	Embedding）を利用す
ることにより、Windows環境上であれば、Word文書からモ
デル図を参照することは可能

– ただし、GSN/D-Caseからのドキュメント生成はできない
– 成果物の変更を追跡できない

• アプリケーションライフサイクルマネジメント（ALM）ツール
により、モデルを含む様々な成果物の管理が可能

– それらを取りまとめるドキュメント化は弱い

• Adelard ASCEツール（GSNなどのアシュアランスケース記述
ツール）では、Word/PDFへのエクスポート機能をサポート
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提案：背景

• ドキュメント生成ツールMOYAI2.0
– DOORS,	Integrity	などのALMツールと連携し、Word文書を通じたトレーサビリ
ティ管理やドキュメント生成を実現

• モデリングツール astah*シリーズ
– UML,	SysML,	DFD,	MindMapなどとともに、構造的に論証が記述できるGSN/D-

Caseもサポート
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DOORS,	Integrity
などのALMツール
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事例:	ISO26262におけるASIL割
り当ての妥当性に関する論証
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読み取りルールの設定
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②読み込み設定する

対象のアウトライン
選択

①対象ドキュメントの
アウトラインをMOYAI
が自動読み込み

④表の場合、ヘッダ
位置を指定した形式
の表をアウトライン
から全部読み込み

⑤図の場合、アウト
ラインにある画像を
全部読み込み

③読み込みたい形式
を選択

※アウトライン毎に複
数の形式を設定可能



読み取りルールに基づく、GSNの論証構造から
ドキュメントの自動生成
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モデリングツール

連携

ドキュメント生成ツール
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・・・ ・・

Ver. 2

レビューにより、アーキテクチャ
の定義が反映されたと想定
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Ver. 1

Ver. 2

論証構造のドキュメントが、論証の対象が常に最新
のものが反映されている状態に保つことができる

モデリングツール

連携

ドキュメント生成ツール



まとめ

• 今は、モデルは書きっぱなしで、それを文書化する
際には、画像のコピー＆ペーストで貼り付けている

• 「モデルは生き物」
• モデルに関する文書は、シームレスでその変更が
反映される必要がある

• その辺りをツールで支援できるとうれしい
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